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は じめに

椅子や座椅子な ど、着座姿勢 を支持する物的環境の寸法・形状は どうあるベ

きか とい う問題 に対 しては、 これ までに人間工学の分野において数多 くの研究

蓄積があ る。 これ らの研究では、正 しい姿勢 を保つための支持条件 を、背筋の

筋活動量、椎 間板 内圧、支持面の体圧分布、姿勢変化の度合な どか ら説明する

アプローチが とられている。 しか し、 これ らの理論の多 くは、あ る一つの理想

的な静的な着座姿勢が存在することと、一定の刺激 に対 しては人間は一定の反

応 をするとい う建築決定論 を前提 としたものであ る。 また、研究の対象になる

場面 も特定の 目的を伴 つた作業場面が多 く、休息の場面はこれ まであ ま り対象

とされて こなかつた。実際には一つの椅子においてもそこで とられ る着座姿勢

は場面によって様 々な形態があ り、 これは時間 と共 に様 々に変容する
1)。

また

椅子以外の物が身体 を支持 するもの として利用され ることも多い。

このように、人間は場面に応 じて様 々な物的環境 に対 して「 身体 を支持する

物 としての可能性」 を能動的に発見 している。例 えば、河原で腰 を下 ろそうと

思 つた場合、人間は周囲の数あ る石の中か ら、座 るのに手 ごろな形の石 を選ん

で座 る。 この とき、その石はこの人間 (知 覚者 )に とって「座れそ うだ」 とい

う知覚を引 き起 こす資質を備 えていた と考えることがで きる。 このように知覚

者 によって能動的に発見 され る環境が備 えている資質のことを、知覚心理学者

のギブソン (Gibson,J.J。 ,1904～ 79)は アフォーダンス (affordance)|と 呼ん

だ。彼が知覚 と環境 との相互依存的な関係の説明 として造 つたこの言葉は、ア

フォー ド (afford:提供する、可能 にする)と い う英語がもとになつている。

アフォーダンス とい う言葉は辞書 にはな く、彼の造語である。 この概念 に基づ

いて、住宅の居室か ら都市空間に至 るまでの多様 な環境 を観察すると、「身体

を支持する」 とい う行動の可能性 を人間が実 に様 々な物的環境 に発見 している

様 を見て とることがで きる。

本研究は、 このアフォーダンス とい う概念 に着想 を得て、 これ まで人間工学

や建築計画学では扱われて こなかつた、住居 内での休息姿勢 とそれ を可能に し

ている物的環境 との相互関係 について、生態学的心理学の側面か ら考察するも

のである。 これによ り、刺激 に対 して一定の反応 をする受動的な人間モデルで

はな く、環境 に対 して 自ら意味を付与 し解釈する能動的人間モデルを前提 とし

た新 たな姿勢研究の可能性 を考えたい。
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